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大
幅
賃
上
げ
・
憲
法
改
悪
阻
止
を
掲
げ
る

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
８
０
０
人
で
開
催

　 

５
月
１
日
、
高
知
市
中
央
公
園
に
お
い
て
、
第
８
９
回
高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
、
８
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
大
幅
賃
上
げ
と
働
き
方

改
悪
の
阻
止
、
憲
法
改
悪
反
対
が
大
き
く
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
根
源
で
あ
る
安
倍
政

権
か
ら
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

「
言
葉
遊
び
」
で
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、
母
（父
）
親
と

幼
児
の
微
笑
ま
し
い
風

景
。
近
頃
は
大
人
の
「
こ

高松での集会の様子

様
々
な
団
体
か
ら
連
帯

　
晴
天
の
空
の
下
、
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
代
表
委
員
で
ミ
ロ
ク
製
作
所
労
働

組
合
の
藤
川
委
員
長
の
開
会
宣
言
に

よ
っ
て
、
第
８
９
回
高
知
県
中
央
メ
ー

デ
ー
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に

は
、
日
本
共
産
党
高
知
県
委
員
会
か
ら

衆
議
院
高
知
１
区
国
政
対
策
委
員
長
の

松
本
顕
治
さ
ん
が
連
帯
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。
高
知
県
知
事
、
高
知
市
長
、

広
田
一
衆
議
院
議
員
、
武
内
則
男
衆

議
院
議
員
、
社
民
党
、
新
社
会
党
か
ら

は
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

誰
の
た
め
の
「
働
き
方
改
革
」
か

　
主
催
者
挨
拶
は
、
県
労
連
田
口
委
員

長
が
行
い
、「
３
つ
の
情
勢
の
下
」で
今
年

の
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
の
情
勢
は
、
安
倍
首
相
が
狙
う

長
時
間
労
働
の
規
制
等
の「
働
き
方
改

革
」
は
、
過
労
死
や
過
労
自
殺
を
無
く

す
取
り
組
み
と
は
全
く
真
逆
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
月
１
０
０
時
間
ま
で
の

中央郵便局前での様子

第８９回

長
時
間
残
業
を
容
認
す
る「
過
労
死
合

法
化
」
の
ニ
セ
残
業
時
間
規
制
、「
定
額

働
か
せ
放
題
」
の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
労
働
制
の
導
入
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
法
案
が
目
指
す
の
は
、

財
界
の
為
の
「
残
業
代
の
撲
滅
」
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
完
全
な
破
た
ん

　
２
点
目
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は
、

地
方
に
も
、
中
小
企
業
に
も
、
そ
こ
で

働
く
労
働
者
に
も
落
ち
て
き
て
い
な
い

と
い
う
点
で
す
。
安
倍
首
相
に
よ
る
財

界
へ
の
５
年
連
続
の
賃
上
げ
要
請
は
、

賃
上
げ
と
景
気
回
復
と
い
う
好
循
環
の

鎖
が
あ
た
か
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
国

民
を
錯
覚
さ
せ
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
完
全
に
破
た
ん

し
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
政
権

　
３
点
目
は
、「
嘘
と
ご
ま
か
し
」「
ま
や

か
し
と
ね
つ
造
」
の
安
倍
政
権
で
す
。

　
そ
の
安
倍
政
権
が
狙
う
の
が
、
憲
法

９
条
の
改
悪
で
す
。
専
守
防
衛
の
自
衛

隊
が
名
実
と
も
に
軍
隊
と
な
っ
て
、
他

国
に
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
て
攻
め

込
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
平
和
と
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ
る
」

安
倍
政
権
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

各
組
織
か
ら
決
意
表
明

　
そ
の
後
、
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
均
等
待
遇
を
求
め
る
２
０
条
裁
判
、

高
知
県
立
大
学
教
職
員
組
合
か
ら
は
、

事
務
職
員
の
雇
止
め
無
効
を
求
め
る
裁

判
、 

医
労
連
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
西
病
院
支
部
か

ら
は
、
退
職
手
当
の
引
き
下
げ
に
対
す

る
全
国
統
一
の
ス
ト
ラ
イ
キ
実
施
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
デ
モ
行
進
後
の
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
医
労
連
が
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
高
知
中
央
メ
ー
デ
ー
以
外
で
も
、
土

佐
清
水
、
中
村
、
越
知
、
嶺
北
、
安

芸
な
ど
各
地
域
で
盛
大
に
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
ば
あ
そ
び
」
＝
セ
ク
シ
ャ
ル
ハラ
ス
メ
ン

ト
が
横
行
し
て
い
る
▲
言
っ
た
側
は
挨
拶

程
度
の
軽
い
気
持
ち
。
言
わ
れ
た
側
は

誰
に
も
言
え
ず
、
一
人
で
悩
み
苦
し

む
。
告
発
し
て
も
バ
ッ
シ
ン
グ
等
で
セ
カ
ン

ド
レ
イ
プ
（二
次
被
害
）
で
さ
ら
に
傷
つ

け
ら
れ
、
泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
な

か
っ
た
が「
＃
Ｍ
ｅ　
Ｔ
ｏ
ｏ
」運
動
が
世
界

中
に
広
が
り
、
告
発
す
る
勇
気
の
後
押

し
と
な
っ
て
い
る
▲
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

方
言
で
も
違
う
。
優
し
い
イ
メ
ー
ジ
の

京
言
葉
に
対
し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
土
佐

弁
は
初
め
て
の
人
は
気
分
を
害
す
る
印

象
を
持
た
れ
る
時
も
あ
る
。
特
に
酒
席

で
は
声
も
大
き
く
な
り
が
ち
で
、
周
り

を
不
快
に
す
る
事
も
し
ば
し
ば
▲
相
手

の
事
を
考
え
て
言
葉
を
選
び
会
話
す
る

の
は
難
し
く
、
言
い
過
ぎ
る
こ
と
も

度
々
あ
る
。
気
付
い
た
時
は
素
直
に
謝

る
。
そ
し
て
次
は
気
を
付
け
る
。
そ
れ

が
大
人
の
行
動
だ
が
、
ト
ッ
プ
に
立
つ
者

の
認
識
の
な
さ
か
ら
「
セ
ク
ハラ
は
罪
で

は
な
い
。
殺
人
罪
と
は
違
う
」
の
言
葉

は
人
の
心
を
傷
つ
け
、
精
神
的
苦
痛
を

与
え
た
人
権
侵
害
で
あ
る
▲
政
権
が
掲

げ
る
「
女
性
が
輝
く
社
会
」
に
逆
行
す

る
発
言
。
文
書
改
ざ
ん
、
疑
惑
、
隠

ぺ
い
等
々
の
「
言
い
訳
こ
と
ば
」
は
も
う

い
ら
な
い
。「
＃
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｙ
ｏ
ｕ
」
自
分

で
考
え
、
行
動
し
よ
う

（典
）

中央メーデーの様子

帯屋町をデモ行進する様子
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国
民
平
和
大
行
進
ス
タ
ー
ト

や
り
切
ろ
う
！
３
０
０
０
万
人
署
名
！

核
も
戦
争
も
な
い
世
界
作
ろ
う

　
安
倍
９
条
改
憲
阻
止
の
３
０
０
０
万
人

署
名
は
、
高
知
県
内
で
５
万
筆
弱
を
集

約
し
て
い
ま
す

（下
記
の
表
＋
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
が
約
１
万
筆
）。
全
国
的
に

は
１
３
５
０
万
筆
と
、
前
回
の
戦
争
法

廃
止
の
２
０
０
０
万
署
名
と
並
ぶ
到
達

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
県
内
の
到
達
は
ま
だ
目
標
の

３
分
の
１
で
、
さ
ら
な
る
署
名
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
労
連

で
は
、
憲
法
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
と
議
論
を

提
起
す
る
と
と
も
に
、
流
し
宣
伝
と
街

頭
署
名
、
返
信
用
封
筒
を
付
け
た
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
への
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
今
国
会
で
の
憲
法
改
正
発
議
は
無
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
安
倍
首
相
の
９
条

改
正
への
執
念
は
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

３
０
０
０
万
人
署
名
を
達
成
し
、
安
倍

９
条
改
悪
阻
止
、
安
倍
政
権
の
退
陣

を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

組織名 集約状況 組織名 集約状況
県労連 5,355 退婦教 435
　県教組 741 民医連 7,868
　自治労連 2,147 民商県連 1,707
　建交労 410 新婦人 2,538
　福保労 110 農民連 300
　こうち生協労組 237 九条の会 2,724
　自交総連 27 平和委員会 590
　私学教組 48 日本共産党 12,113
　郵政ユニオン 50 南国市民ｱｸｼｮﾝ 1,802
　ＮＨＫよさこい労連 115 １票で変える女たち 1,500
　土佐清水労連 34
　須崎労連 31 県労連合計 5,355
　その他 124 全体合計(国民大運動集計) 36,932

憲
法
集
会
に
５
０
０
人
！
安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い

　
５
月
３
日
、
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か

る
ぽ
ー
と
に
て
、「
憲
法
施
行
７
１
周
年

県
民
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
も
と
外
交
官
の
浅
井
基
文

氏
に
よ
る「
ア
ベ
改
憲
の
危
険
性
を
考
え

る
～
激
動
の
朝
鮮
半
島
情
勢
を
踏
ま
え

て
～
」
が
行
わ
れ
、
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
浅
井
氏
は
、
安
倍
政
権
の
背
景
に
あ

る
日
本
会
議
の
主
張
に
触
れ
な
が
ら
、

「
安
倍
政
治
が
終
わ
っ
て
も
、
改
憲
派
が

　
５
月
６
日
、
２
０
１
８
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
四
国
コ
ー
ス
が
高
知

県
宿
毛
市
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
８
月

の
広
島
・
長
崎
の
世
界
大
会
、
そ
し
て

２
０
２
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ
向

け
、
核
廃
絶
へ
の
大
き
な
思
い
の
こ
も
っ

た
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

世
界
は
非
核
化
に
動
き
始
め
て
い
る

　
昨
年
７
月
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
、
そ
し
て
今
年
４
月
２
７
日
の
歴
史

的
な
南
北
首
脳
会
談
。
実
現
不
可
能

と
見
え
た
こ
と
が
、
実
現
し
ま
し
た
。
一

直
線
に
は
勿
論
行
か
な
い
も
の
の
確
実
に

国
連
憲
章
と
そ
れ
を
具
現
化
し
た
日
本

国
憲
法
前
文
の
理
念
に
従
っ
て
世
界
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
。「
生
き
て
い
る
う

ち
に
地
球
上
か
ら
核
兵
器
を
無
く
し
た

い
」
と
い
う
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
願
い
が
、
世
論

を
動
か
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
本
政
府
に
方
針
の
転
換
を
求
め
よ
う

 

　
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
政

府
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向

け
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
と
北
朝
鮮
へ

の
「
圧
力
」
外
交
と
は
通
底
す
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
核
廃
絶
の
大
き
な
前

進
の
中
で
こ
そ
北
朝
鮮
の
核
問
題
は
解

決
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
５
月
２
７
日
に
徳
島
県
に

引
き
継
ぐ
ま
で
、
高
知
県
内
を
西
か

ら
東
へ核
廃
絶
を
訴
え
歩
き
ま
す
。

国
会
で
多
数
を
占
め
る
状
況
は
変
わ
ら

な
い
」
と
警
鐘
を
な
ら
し
ま
し
た

　
浅
井
氏
は
、「
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
差

別
意
識
や
基
本
的
姿
勢
を
正
す
必
要

が
あ
る
」
と
指
摘
。「
日
本
政
府
に
は
、

朝
鮮
半
島
を
植
民
地
支
配
し
、
敗
戦

後
の
南
北
分
断
に
道
を
開
い
た
責
任
が

あ
る
と
同
時
に
、
国
民
に
も
そ
れ
を
許

し
た
主
権
者
と
し
て
の
責
任
が
あ
る
」と

述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
南
北
和
解
に

努
力
す
る
政
府
を
作
る
責
任
が
私
た
ち

に
は
あ
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

「
圧
力
」
で
は
平
和
は
作
れ
な
い

　
今
、
朝
鮮
半
島
の
情
勢
が
大
き
く
動

き
始
め
て
い
ま
す
。
日
本
が
す
べ
き
こ

と
は
、「
圧
力
」
で
は
な
く
、
こ
の
動
き

を
さ
ら
に
加
速
す
べ
く
、「
憲
法
９
条
」

を
持
ち
、
戦
争
を
放
棄
す
る
国
と
し

て
、
北
朝
鮮
と
ア
メ
リ
カ
の
懸
け
橋
に

な
る
こ
と
で
す
。

５
月
８
日
時
点

宿毛での行進の様子

宿毛での行進の様子

国民平和大行進

高知市網の目行進

【日程】５月２０日(日)16:00～

【場所】能茶山交差点

※その他のコースもありますので、

詳しくはチラシをご覧ください。
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判決に抗議する様子

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ま
と
め

 
　
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
が
、
２
０
１
７
年
の
相
談
件
数
と
傾
向
を
ま
と
め
ま
し
た
。

県
内
で
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談
の
傾
向
と
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
件
数
約
２
０
０
件

　
２
０
０
８
年
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
派
遣
切
り
な
ど
、
労
働
者
の
解
雇

事
例
が
全
国
的
に
も
発
生
し
た
時
期
に

は
、
全
国
的
に
相
談
件
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
高
知
は
２
０
１
１
年
が
最
多

と
な
り
、
そ
の
後
相
談
件
数
は
減
少

傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。
理
由
と
し
て

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
な
ど
の
言
葉
が
一

般
化
さ
れ
、
行
政
な
ど
も
相
談
活
動

に
力
を
入
れ
、
窓
口
が
分
散
化
さ
れ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

  

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
っ
て
、
労
働
問
題
な
ど
自
分
で
調
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
労
働

相
談
が
減
少
し
て
い
る
一
因
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
相
談
者
の
中

に
は
様
々
な
窓
口
に
相
談
し
、
最
後
に

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
た
ど
り
着
く

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
早
く
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
て
く
れ
て

い
れ
ば
・
・
・
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
セ

ン
タ
ー
の
認
知
度
を
さ
ら
に
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

正
社
員
か
ら
の
相
談
が
半
数

　
男
女
問
わ
ず
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
件
数
の
半
数
以

上
は
正
規
職
員
か
ら
の
相
談
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
知
県
は
女
性
の
就
業
率
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
正
規
雇
用
の
割
合
も

全
国
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
。
非
正

規
労
働
者
か
ら
の
相
談
は
２
５
％
か
ら
３

５
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
大
半

が
パ
ー
ト
や
契
約
社
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
派
遣
や
請
負
な
ど
の
労
働
者
か
ら

の
相
談
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

相
談
内
容
に
も
変
化
が

　
こ
の
間
の
大
き
な
変
化
と
し
て
、「
解

雇
」
や
「
退
職
の
強
要
・
勧
奨
」、「
賃

金
・
残
業
等
未
払
い
」
の
相
談
が
全
国

的
に
も
減
少
し
て
い

る
点
で
す
。
全
国
的

な
人
手
不
足
を
背

景
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
と
い
う
言
葉
が
一

般
化
し
た
こ
と
に
よ

る
企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
厳
守
と
い
う
情

勢
も
反
映
さ
れ
た
結

果
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
労
働
者
の
権
利

意
識
向
上
に
よ
っ
て
、

「
労
働
時
間
・休
暇
」

の
相
談
の
割
合
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、「
セ

ク
ハ
ラ
・
い
じ
め
」
や

「
メ
ン
タ
ル
不
全
・
疾

患
」
の
相
談
割
合
が

全
国
的
に
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
る
事
例
で
も
、

職
場
で
の
い
じ
め
か
ら

メ
ン
タ
ル
不
全
に
陥

り
、
退
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
例
で
課

題
な
の
が
、
相
談
に

来
た
時
に
は
、
す
で
に
闘
え
な
い
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
う

な
る
前
に
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
れ

ば
・
・
・
と
い
つ
も
感
じ
ま
す
。

男性, 93女性, 93

不明, 0

男性 女性 不明

200

281
242

271

205
186

7
42

26 24
44

8

2008年 2010年 2012年 2014年 2016年 2017年

相談件数 加入者数

非正規, 54

正社員,

101

正社員 非正規

不明, 41

　派遣・請

負, 2
　臨時・嘱

託, 5

　パート・契

約等, 47

労働時間・休暇, 51 その他, 19

解雇, 30

退職の強要・勧奨, 5

賃金・残業等未払, 33

労働契約違反, 15

社会・雇用保険, 13

配転・出向・転籍, 2

労働条件切リ下げ, 7

セクハラ・いじめ, 43

倒産・工場移転, 0

労災・職業病, 15

メンタル不全・疾患, 12

組合結成・加入, 2

その他, 4,016

解雇, 1,859

退職の強要・勧奨, 1,286

賃金・残業等未払, 3,163

労働契約違反, 1,996

社会・雇用保険, 749

配転・出向・転籍, 346

労働条件切リ下げ,

1,525

労働時間・休暇, 2,540

セクハラ・いじめ, 3,251

倒産・工場移転, 101

労災・職業病, 714

メンタル不全・疾患, 972

組合結成・加入, 570

県内の相談件数推移

県内の相談内容分布図

全国の相談内容分布図

県
内
の
相
談
（男
女
数
）

県
内
の
相
談

（正
規
・
非
正
規
数
）

県
内
の
相
談
（非
正
規
種
別
）
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
６
月
７
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
８
号
の
答
え
は
「
ハ
ル
ラ

ン
マ
ン
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

酒
井　

弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

松
岡　

る
い　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

細
木　

麻
沙
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①――晩成　③○

○の大食い　⑤次

の日　⑦手をつけ

る。 研究に――

する　⑨大阪の○

○とミナミの繁華

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
金
属
―
―
機

　
②
甚
だ
し
く
偏
る
。
―
―
な

意
見
　
③
美
女
と
―
―
　
④
お
○

○
は
ご
も
っ
と
も
で
す
　
⑥
髪
を

す
く
道
具
　
⑧
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
　
⑪

と
な
り
の
い
え
　
⑫
ひ
そ
ひ
そ
話
。

○
○
は
慎
み
ま
し
ょ
う
　
⑬
○
○

と
出
る
か
凶
と
出
る
か

街　⑩○○ふたつ

の二人　⑫春の季

節。――講習会　

⑭○○に入っては

○○に従え　⑮沈

むこと。地盤――

川
柳
コ
ー
ナ
ー

米
朝
と
聞
く
と
桂
が
浮
か
び
ま
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○いつも情報ありがとうございます。 署名も計画はあるものの、

足がともないませんで申し訳ない。 さあメーデー、 平和行進が

控えていますが、集会だけでもと考えますが、どうも欠席になり

そうです。 申し訳ない。 土佐清水労連 （Ｙ ・ Ｏ）

〇桜が終わりつつじが色鮮やかに咲いています。お弁当を持っ

て公園に行きたくなりますね。 自治労連 （Ｍ・Ｓ）

○憲法改正への執念！！武器商人から袖の下、いくら貰ってい

るんでしょうね。 安倍さん ・ ・ ・ 。 そんなに戦争したいですか

と聞きたいです。 自治労連 （Ｙ ・ Ｓ）

○ 「メーデーの歴史を知ろう」 は勉強になりました。 今まで知ら

なかったのでー。 自治労連 （Ｍ ・Ｒ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

沢
山
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

○国民の願いと最も離れた政治をする安倍内閣を打倒したいで

す。 国民主人公、 平和な国にしましょう。 県教組 （Ｓ ・ Ｈ）

国民大運動総会のご案内

じ
い
ば
あ
の
鯉
が
要
る
里
の
節
句

舌
の
根
と
一
緒
に
嘘
も
干
か
ら
び
る

お花見の様子
退
職
金
た
く
さ
ん
出
す
の
は
ふ
フ
ク
ダ
な

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

鯉
の
数
が
多
い
里
の
子
ど
も
ら
は

社保協総会のご案内

【日程】　６月１６日（土）14:00～
【場所】　婦人会館

【内容】　福田善乙（高知県立短期大学名誉教授）

　　　　　「尾﨑県政の産業振興政策と

　　　　　　　　　　　県政運営をどう見るか」

【日程】　６月２３日（土）14:00～
【場所】　県立大学永国寺キャンパス１Ｆ１０６

【内容】　シンポジウム「相談活動から自立支援へ

　　　　　　　　　　　－貧困をなくす取り組み」

コーディネーター：田中きよむ会長

パネラー

　生活保護：うろこの会　岡田悟さん

　自立支援活動の現状：高知市社協　林照男さん

　子どもの貧困：子ども食堂　秦泉寺あやさん

　働き方：県労連　田口朝光さん


